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■ １１日（日）2023 年度集会施設啓発活動  

個別フォーラム 今年度第５回 

やくし台自治会館で開催 

■ ２２日（木）市民部定例会議 開催 

 

 

  今月の予定 

昨年１２月で特定非営利活動促進法（NPO 法）が施行されてから丁度２５年に 

なりました。現在、全国で NPO 法人の数は５万を超え、コンビニエンスストアの 

数に近い程増えています。また、町田市内に主たる事務所を置く NPO 法人は毎年 

ほぼ１９０件程度で大きくは変化していません。 

 先日、「市民活動・コミュニティ活動の実態調査」が行われたので、その結果は 

４月以降に発表される予定です。そこでは色々な活動実態と課題が浮かび上がって 

くるので、我々の今後の活動の参考になることがあると考えています。 

このことは改めて「NPO」や「NPO 法人」の在り方や役割、そして NPO 法人 

の組織の在り方を再確認する良い機会だと思いますので、是非、会員の皆さんと 

一緒に NPO 法人の会員として活動する意味や会員の役割、組織の在り方、加えて 

今後の活動などについて考えてみましょう。 

そして、みんなで積極的に意見交換し今後の活動に活かしていきましょう。 

 （注）改めて１月号に記載した下記の資料も一読してください。 

「サポートオフィス通信」第 44 号（PDF で見られます）https://x.gd/EdD3p 

（前島） 

NPO 法人の意味と活動を再確認しよう 

●建築 

町田病院改修工事が順次進行中。 

 当法人がアドバイザーとして参加し、各種工事が進められています。 

主な工事内容は下記の通り。 

①食事運搬用リフト新設および当該工事に伴う既存設備等の事前調査 

②キュービクル、排水設備等設備関係の変更に伴う工事 

③看板撤去新設に伴う検討および工事        （前島） 

最近の動き 

人魚姫の像 

デンマーク 

コペンハーゲン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元 ＮＰＯ法人 顧問建築家機構 

    〒194-0022 東京都町田市森野 1-10-10 ペアシティエンドウビル４０１ 

     Tel：042-723-6866 Fax：042-794-7744  

     事務局  小田 千里   Mail oda@komon-aao.org 

 

●集会施設整備事業 

  今年度は既に「有楽玉川学園自治会集会所」「新中町会館」「やくし台自治会館」

「木曽町下横町内会館」の４施設についてアドバイザー契約している。 

「有楽玉川学園自治会集会所」「新中町会館」「やくし台自治会館」は工事完了し

「木曽町下横町内会館」は現在工事中。 

町田市の予算の都合で今年度事業として急遽「日向台自治会館」「南成瀬ひがし

町内会館」「原町田三丁目町内会館」の改修工事を実施することになり、年度末

に向け忙しい日が続いている。 

「原町田三丁目町内会館」については、維持管理計画書作成業務も受託しており

会館新築時の設計者でもあるワカ設計室の君塚さんが作成する。 

  来年度は「能ヶ谷いこい会館」「南イトーピア自治会集会所」「薬師ヶ丘自治会館」

の改修工事について、町田市の予算承認待ち。 

  また「小野路公会堂」「日の出が丘町会会館」「薬師台一丁目自治会館」「相原元

橋会館」の事業計画申請を来年６月までに提出予定で準備中。 

町内会・自治会向けの啓発活動として、今年度は集会施設の維持管理をテーマと

した「集会施設個別フォーラム」を実施中。 

「南町田会館」「南成瀬中央町内会館」「小川会館」「野津田公民館」既に実施済。 

「やくし台自治会館」は 2 月 11 日に実施予定。 

集会施設関連業務はあわただしく年度末を迎えることになりました。 

皆様には何かとご協力いただきありがとうございました。 

来年度も引き続きよろしくお願いします。（斎藤） 

 

●木造住宅耐震化事業 

大震災で始まった新年、その影響で新たな簡易申請が１８件（昨年度同時期 6件）

住宅課、NPO へも電話の問合せが続いている。 

1 月末現在で、簡易診断申請計 121 件、内完了 91 件（昨年度同時期 122 件・

96 件)、申請内訳は DM54 件住宅課受付 67 件。 

完了の約半数は除却希望だが精密診断完了 6 件、内 1 件は耐震工事まで完了。

アドバイザー業務は全て完了。内容は精密診断 9 件、設計 4 件、工事 9 件中 

来年度予定の 1 件を除いて 8 件。 

来年度から簡易診断及び精密診断助成の対象となる予定の｢8100 住宅｣（新耐 

震グレーゾーン住宅）に対する簡易診断基準の内容検討を進めており、変更案を 

31 日に住宅課へ提案予定。（神長） 

 

 

 

 

 

 


